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平成18年度の東京国立博物館

今
年
度
か
ら
新
し
い
中
期
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

計
画
に
お
い
て
は
、
平
常
展
を
中
核
に
位
置
付
け
、
特
別
展

等
に
つ
い
て
は
国
内
外
の
博
物
館
と
連
携
し
、
我
が
国
の
中

心
的
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
い
展
示
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。
国
立
博
物
館
全
体
で
十
三
万
件
に
及
ぶ
収
蔵

品
・
寄
託
品
を
活
用
し
、
魅
力
あ
る
特
集
陳
列
を
行
う
な
ど
、

平
常
展
を
一
層
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
事
務
事
業
の
重
点
化
・
合
理
化
・
効
率
化
に
併
せ

て
、
自
己
収
入
目
標
額（
ノ
ル
マ
）が
五
割
増
に
な
り
、
国
か

ら
の
運
営
費
交
付
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
多
角
的

な
事
業
展
開
に
よ
り
収
入
確
保
に
努
め
ま
す
が
、
本
年
十
月

一
日
か
ら
平
常
展
観
覧
料
金
を
改
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た（
本
誌
14
頁
参
照
）。歴
史
・
伝
統
文
化
の
発

信
拠
点
と
し
て
、
館
員
一
同
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
は
、
独
立
行
政
法
人

文
化
財
研
究
所
と
統
合
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
平
成
十
九
年
度

四
月
か
ら
の
統
合
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

2006年3月28日（火）～ 5月7日（日） 平成館
天台宗開宗1200年記念 特別展　最澄と天台の国宝

2006年7月4日（火）～8月27日（日） 平成館
プライスコレクション　若冲と江戸絵画展

2006年10月3日（火）～12月3日（日） 平成館

仏像一木
いちぼく

にこめられた祈り

2007年1月2日（火）～2月25日（日） 平成館

中国国家博物館展（仮称）

2007年1月23日（火）～3月18日（日） 平成館
ニュージーランド国立博物館テ・パパ・トガレワ名品展　
マーオリ―楽園の神々―（仮称）

特別展の予定

2006年3月4日（土）～5月14日（日）
ニュージーランド国立博物館テ・パパ・トガレワ
Splendours of Japan
－Treasures of the Tokyo National Museum 
日本文化の輝き―東京国立博物館名宝展

2006年3月13日（月）～4月23日（日）
上海博物館
中日書法珍品展

2006年5月16日（火）～10月15日（日）
ポワンタカリエールモントリオール考古歴史博物館
EXPO JAPON  日本展

海外で開催される特別展（東京国立博物館主催の展覧会）

東
京
国
立
博
物
館
長

平
成
十
八
年
度
を
迎
え
て
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本館2室 国宝室　展示予定

その他の主な国宝作品の展示予定
2006年
3月7日（火）～6月18日（日） '太刀 銘 安綱（名物 童子切安綱）

平安時代・10～11世紀　本館13室
3月28日（火）～5月7日（日） '銀銅蛭巻太刀

平安時代・12世紀　和歌山・丹生都比売神社蔵　本館14室
4月25日（火）～5月28日（日） '十六羅漢図（第六尊者）

北宋時代・10～12世紀　京都・清凉寺蔵　東洋館第8室
5月23日（火）～7月2日（日） '鷹見泉石像 渡辺崋山筆　

江戸時代・天保8年（1837） 本館8室
6月20日（火）～9月18日（月・祝） '八橋蒔絵螺鈿硯箱 尾形光琳作

江戸時代・18世紀　本館13室
9月5日（火）～10月1日（日） '紅白芙蓉図 李迪筆

南宋時代・慶元3年（1197） 東洋館第8室
9月20日（水）～12月17日（日） '太刀 銘 備前国友成造

平安時代・11世紀　山本達郎氏寄贈　本館13室

10月11日（水）～11月19日（日）

'寛平御時后宮歌合（十巻本） 伝宗尊親王筆　

平安時代・12世紀　本館3室
11月21日（火）～12月6日（水）、12月19日（火）～2007年1月14日（日）

'十二天像（風天）

平安時代・9世紀　奈良・西大寺蔵　本館3室
12月19日（火）～2007年1月28日（日）

'楼閣山水図屛風 池大雅筆　

江戸時代・18世紀　團伊能氏寄贈　本館7室

2007年
1月2日（火）～3月25日（日）

'梅蒔絵手箱及び内容品

鎌倉時代・13世紀　静岡・三嶋大社蔵　本館13室

4月11日（火）～5月7日（日）

'伝藤原光能像

鎌倉時代・13世紀　京都・神護寺蔵

5月9日（火）～6月4日（日）

'雪景山水図 梁楷筆

南宋時代・13世紀　
◎出山釈迦図 梁楷筆 南宋時代・13世紀
◎雪景山水図 伝梁楷筆 南宋時代・13世紀

6月6日（火）～7月2日（日）

'普賢菩薩像

平安時代・12世紀
鳥取・豊乗寺蔵

7月4日（火）～7月30日（日）

'和歌体十種

平安時代・11世紀

8月1日（火）～8月27日（日）

'虚空蔵菩薩像

平安時代・12世紀

8月29日（火）～9月24日（日）

'一遍上人伝絵巻 巻第七
法眼円伊筆

鎌倉時代・正安元年（1299）

9月26日（火）～10月22日（日）

'山越阿弥陀図

鎌倉時代・13世紀
京都・禅林寺蔵

10月24日（火）～11月19日（日）

'観楓図屛風 狩野秀頼筆

室町～安土桃山時代・16世紀

11月21日（火）～12月6日（水）、

12月19日（火）～12月27日（水）

'法華経方便品（竹生島経）

平安時代・11世紀

1月2日（火）～1月28日（日）

'松林図屛風 長谷川等伯筆

安土桃山時代・16世紀

1月30日（火）～2月25日（日）

'円珍贈法印大和尚位並

智証大師諡号勅書
小野道風筆　

平安時代・延長5年（927）

2月27日（火）～3月25日（日）

'風信帖 空海筆

平安時代・9世紀
京都・教王護国寺蔵

2006年

2007年
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国
宝
三
十
一
件
、
重
要
文
化
財
約
一
〇
〇
件
を
含
む
天
台
美
術
の
粋
の
な
か
か
ら
、

こ
れ
だ
け
は
見
て
お
き
た
い
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

最
澄

さ
い
ち
ょ
う（
七
六
七
〜
八
二
二
）は
生
前
、
比ひ

叡
山

え
い
ざ
ん

に
戒
壇

か
い
だ
ん

を
設
立
す
る
こ
と
を
悲
願
と

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
戒
壇
の
あ
っ
た

の
は
奈
良
の
東
大
寺
、
下
野

し
も
つ
け（
栃
木
県
）の

薬
師
寺
、
筑
前（
福
岡
県
）の
観
世
音
寺
の

み
で
、
比
叡
山
で
修
行
し
た
最
澄
の
門
弟

は
受
戒
の
た
め
に
奈
良
に
赴
き
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
下
山
を
機
に
南
都
に
定
着
す

る
も
の
も
あ
っ
た
た
め
、
天
台
宗
の
興

隆
の
た
め
に
は
比
叡
山
に
戒
壇
を
設
立

天
台
宗
開
宗
一
二
〇
〇
年
記
念

特
別
展

最
澄
と
天
台
の
国
宝

す
る
の
が
急
務
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

「
天
台

て
ん
だ
い

法ほ
っ

華け

宗
年
分

し
ゅ
う
ね
ん
ぶ
ん

縁え
ん

起ぎ

」は
最
澄
の
自
筆

で
、
こ
う
し
た
日
本
天
台
宗
開
創
に
あ
た

っ
て
の
経
過
が
知
ら
れ
る
最
も
基
本
的
な

資
料
で
す
。
痩
身
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
字

形
や
端
正
な
書
風
か
ら
は
最
澄
の
能
書
ぶ

り
と
品
格
の
高
さ
、
真し

ん

摯し

な
性
格
と
を
窺

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
悲
願
は
最
澄
の
生
前
に
は
達
成
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
澄
の
没
し
た
翌

豊
饒
な
る
天
台
美
術
の
花
園
を
堪
能
し
た
い

天
台
開
創
の
経
過
を
伝
え
る

最
澄
自
筆
文
書
を
見
逃
す
な
！

'天台法華宗年分縁起（部分） 伝教大師筆 平安時代・9世紀 滋賀・
延暦寺蔵 最澄の天台宗興隆への篤い願い（3月28日～4月16日展示）

'光定戒牒 嵯峨天皇筆　平安時代・弘仁14年（823）滋賀・延暦寺蔵
最澄の弟子光定が受戒した証明。最澄の悲願であった戒壇設立が達成
されたことを示す貴重な文書（3月28日～4月16日展示）

年
の
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
に
、
最
澄

付
法
の
弟
子
義ぎ

真し
ん

を
戒
師
と
し
て
、
第
一

回
の
授
戒
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
受
戒
者

の
一
人
が
光
定
で
、「
光
定
戒
牒

こ
う
じ
ょ
う
か
い
ち
ょ
う

」は
最
澄

の
弟
子
光
定
が
菩
薩
戒
を
受
け
た
時
の
受

戒
の
証
明
書
で
す
。
最
澄
と
と
も
に
大
乗

戒
壇
設
立
に
あ
た
り
尽
力
し
た
光
定
の
功

績
を
賞
し
て
、
嵯
峨
天
皇
が
と
く
に
宸
筆

し
ん
ぴ
つ

を
染
め
た
も
の
で
す
。

（
島
谷
弘
幸
）

天
台
宗
の
美
術
は
、
法
華
経
、
密
教
、

浄
土
教
、
山
王
神
道
な
ど
、
色
香
と
り
ど

り
の
花
々
が
咲
き
競
う
花
園
を
思
わ
せ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
心
は
、
永
遠
の
釈

尊
を
讃
え
た「
法
華
経
」に
ま
つ
わ
る
美
術

で
す
。
丹
精
を
こ
め
て
金
銀
泥

き
ん
ぎ
ん
で
い

で
書
写
し

た
法
華
経
、
仏
法
の
存
続
を
祈
っ
て
埋
納

し
た
華
麗
な
金
銅
経
箱
、
法
華
経
の
信
者

を
見
守
る
普
賢
菩
薩
の
優
美
な
絵
す
が

た
。
そ
れ
ら
の
優
れ
た
造
形
の
根
底
に

は
、
仏
の
供
養
に
善
美
を
尽
く
す
事
こ

そ
、
救
い
に
至
る
道
で
あ
る
と
す
る「
作さ

善ぜ
ん

」の
心
が
、
滔
々

と
う
と
う

と
流
れ
て
い
た
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
現
世
の
さ
ま
ざ

ま
な
願
い
を
か
な
え
る
密
教
も
、
円
仁

え
ん
に
ん

・

円
珍

え
ん
ち
ん

ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
盛
ん
と
な
り
、

威
容
を
誇
る
千
手
観
音
や
不
動
明
王
の

像
、
洗
練
さ
れ
た
密
教
宝
具
が
制
作
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
、
末
法
の
訪
れ
に
対
す
る

危
機
感
か
ら
、
来
世
で
の
極
楽
往
生
を
願

う
浄
土
信
仰
が
、
源
信

げ
ん
し
ん

の『
往
生
要
集

お
う
じ
ょ
う
よ
う
し
ゅ
う

』を

契
機
と
し
て
高
揚
し
ま
す
。
極
楽
か
ら
迎

え
に
来
る
阿
弥
陀
を
描
く
来
迎
図
、
輪り

ん

廻ね

の
凄
惨
さ
を
描
き
出
す
六
道
絵
。
浄
土
教

の
美
術
は
、
往
生
の
歓
喜
と
地
獄
の
苦
悩

を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
仏
菩

薩
と
古
来
の
神
々
と
の
習
合
を
説
く
山
王

神
道
も
、
各
種
の
山
王
曼
荼
羅
を
生
み
出

し
ま
し
た
。
か
く
も
多
彩
な
美
術
の
礎
を

築
い
た
、
宗
祖
最
澄
の
懐
深
い
寛
大
さ
を

偲
び
つ
つ
、
豊
饒
な
る
天
台
美
術
の
花
園

を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

（
行
徳
真
一
郎
）

◎千手観音菩薩立像
平安時代・9世紀
滋賀・延暦寺
最澄の時代にさかのぼ
る貴重な遺品で、異国
的な風貌が印象的

point1point2
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天台宗開宗1200年記念 特別展
最澄と天台の国宝
2006年3月28日（火）～5月7日（日） 東京国立博物館 平成館

主　催：東京国立博物館 天台宗比叡山延暦寺 天台宗京都教区
読売新聞東京本社

後　援：文化庁
協　賛：大成建設 サントリー ダイワボウ情報システム 図書印刷

ニッセイ同和損害保険 日本香堂
協　力：天台宗東京教区 JR東日本
観覧料：一般1300円（1100／1000） 大学・高校生900円（700／600）

小・中学生400円（300／200）
＊（ ）内は、前売り／20名以上の団体料金です
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障害者手帳などをご提示ください
＊作品保護のため、会期中作品の展示替があります

■関連イベント
「天台声明

しょうみょう

公演」
4月7日（金） 18：30～19：30 本館前（雨天時は屋内）
出演者　天台宗東京教区

「声明」とは、仏教の儀式において、経などに節をつけて唱える読
経の一方法で、一種の宗教声楽です。インドに発祥した仏教音楽を
起源とし、5～6世紀の仏教伝来とともに日本に伝えられ、独自に発
展を遂げました。関連イベントとして、天台寺院で唱えられている
「天台声明」を紹介します。
※聴講無料、当日ご来館の皆様は自由にお聞きいただけます
（ただし、当日の入館料は必要です）

'普賢菩薩像 平安時代・12世紀 東京国立博物館
慈悲の眼差しで礼拝者を見つめる普賢菩薩。繊細優美な院政期仏画の傑作
（3月28日～4月16日展示）

紫陽花双鶏図 伊藤若冲筆 江戸時代・18世紀
自然と装飾という一見相反する要素が昇華した
若冲コレクションを代表する１点

プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

若
冲
と
江
戸
絵
画
展

魅
力
に
満
ち
た
江
戸
時
代
絵
画
の
収
集

で
知
ら
れ
て
い
る
、ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
エ
ツ
コ
・
ジ
ョ
ウ
・
プ
ラ
イ
ス

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

プ
ラ
イ
ス
さ
ん
は
、
近
年
人
気
を
集
め

て
い
る
伊い

藤
若
冲

と
う
じ
ゃ
く
ち
ゅ
う

の
魅
力
を
い
ち
早
く
見

い
だ
し
た
人
で
す
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

約
千
点
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代
の

画
家
の
も
の
で
、
展
覧
会
で
は
、
そ
の
中

か
ら
プ
ラ
イ
ス
さ
ん
と
当
館
が
共
同
で
選

ん
だ
約
百
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
若
冲

を
中
心
に
、
長
沢

な
が
さ
わ

蘆ろ

雪せ
つ

、
森も

り

狙そ

仙せ
ん

な
ど
個

性
豊
か
な
上
方
画
家
の
作
品
、
酒さ

か

井い

抱
一

ほ
う
い
つ

、

鈴す
ず

木
其

き

き

一い
つ

な
ど
江
戸
琳
派
の
作
品
、
ま
た

肉
筆
浮
世
絵
な
ど
、
近
年
美
術
愛
好
家
が

関
心
を
寄
せ
る
、
個
性
的
で
愉
し
い
作
品

が
並
び
ま
す
。

（
田
沢
裕
賀
）

次回特別展予告

柳に白鷺図
鈴木其一筆
江戸時代・19世紀
瀟洒な江戸琳派を
代表する一作

プライスコレクション
若冲と江戸絵画展
2006年7月4日（火）～8月27日（日） 東京国立博物館 平成館

主　催：東京国立博物館 日本経済新聞社



◎風神雷神図屛風
尾形光琳筆 江戸時代・18世紀
貧に候えども、心楽にいたしたく候

光
琳

こ
う
り
ん

の
畢
生

ひ
っ
せ
い

の
作
で
あ
る
こ
の
屛
風

に
は
、
風
神
と
雷
神
が
対
峙
す
る
形
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
図
柄
の
源
泉

は
、
光
琳
が
描
き
残
し
た
画
稿
に
あ
る

よ
う
に
「
北き

た

野の

天
神

て
ん
じ
ん

縁え
ん

起ぎ

絵え

巻ま
き

」
の
な
か

に
見
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
大
谷
満
『
光
琳

画
の
秘
密
』
芙
蓉
書
房
出
版
）。
絵
巻
は

菅す
が

原わ
ら
の

道
真

み
ち
ざ
ね

の
怨
霊
の
話
な
の
で
、
神
々

は
祟た

た

り
を
な
す
恐
ろ
し
い
形
相
で
描
か

れ
て
い
ま
す
が
、
光
琳
の
こ
の
屛
風
で

は
、
ど
こ
か
の
ど
か
な
顔
で
描
か
れ
て

い
ま
す
。
で
は
、
い
っ
た
い
光
琳
は
、

風
神
と
雷
神
で
何
を
描
き
あ
ら
わ
そ
う

と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

京
の
高
級
呉
服
商
「
雁
金

か
り
が
ね

屋や

」
の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
た
光
琳
は
、
幼
い
頃
か

ら
芸
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
能
を
本
格
的

に
学
び
心
血
を
注
ぎ
ま
し
た
。
光
琳
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た

が
、
公
卿
の
二に

条じ
ょ
う

綱
平

つ
な
ひ
ら

や
前
橋
藩
主
の

酒さ
か

井い

忠
挙

た
だ
た
か

、
そ
し
て
、
光
琳
の
最
大
の
後

ろ
盾
で
あ
っ
た
銀
座
年
寄
の
中
村

な
か
む
ら

内く
ら

蔵の

助す
け

と
も
能
に
よ
っ
て
、そ
の
結
び
つ
き
が

強
め
ら
れ
ま
し
た
。
光
琳
と
絵
を
注
文

す
る
立
場
で
あ
る
社
会
的
地
位
の
高
い

人
々
と
の
交
流
の
場
で
は
、
能
は
非
常

に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
近
年
は
、
能
と
描
か
れ
た

作
品
と
の
関
係
に
注
目
し
て
、
光
琳
は

能
の
内
容
を
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
る

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
金
屛
風
も
、
め
で
た
い
能
の
内

容
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
す
（
前
掲
書
）。
左
隻
の
雷
神
は
、

能
の
「
加
茂

か

も

」
に
登
場
す
る
賀
茂
神
社
の

神
で
、
白
羽
の
矢
が
天
に
上
り
、
五
穀

豊
穣
、
国
土
守
護
の
神
徳
を
示
す
神
と

な
っ
た
別
雷
神

わ
け
い
か
づ
ち
の
か
み

が
あ
ら
わ
さ
れ

お
り
、

右
の
風
神
は
、
能
「
逆
矛

さ
か
ほ
こ

」
の
龍
田
明
神

で
、
風
災
を
免
れ
、
豊
作
を
祈
る
祭
り

で
あ
る
風
の
神
祭
の
神
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

時
代
を
隔
て
て
、
光
琳
を
慕
っ
た
絵

師
の
酒さ

か

井い

抱
一

ほ
う
い
つ

も
、
大
名
家
の
子
息
で

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
能
に
対
す
る
造

詣
は
た
い
へ
ん
深
く
、
光
琳
の
こ
の
屛

風
に
込
め
ら
れ
た
真
意
も
た
や
す
く
理

解
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
、
絵
画
に
描
か
れ
た
事
物
は
、
何

ら
か
の
意
味
を
ふ
ま
え
た
も
の
が
多
く
、

そ
の
こ
と
を
探
求
し
て
い
く
こ
と
は
、

絵
画
を
み
る
上
で
大
き
な
意
義
が
あ
り
、

ま
た
た
い
へ
ん
楽
し
い
作
業
で
も
あ
る

の
で
す
。

（
松
嶋
雅
人
）

重要文化財風神雷神図屛風 尾形光琳筆

天神絵巻の風神雷神か、お能の風神雷神か
4月11日（火）～5月21日（日） 本館7室 屛風と襖絵　
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博物館って どんなところ？

上野公園の桜並木をゆるやかにのぼりなが
ら、噴水の向こうに目をやると、赤茶色の屋
根をいただいた東京国立博物館本館（日本ギ
ャラリー）が、木々のあいだに堂々と建って
いるのが見えます。東京国立博物館の顔とも
いえるこの建物は、銀座の和光や第一生命館
の建築で知られる渡辺仁の設計です。本館の
設計プランは公募され、273案の応募から渡

辺の設計が選ばれました。現在開催中の親と
子のギャラリーでは、渡辺をはじめとする入
選した応募図面や審査結果、建設写真などの
貴重な資料展示と、建物細部の美しい意匠や
貴賓室などをめぐるガイドツアーなどを行っ
ています。当館の収蔵品の中で一番大きな重
要文化財「本館」の知っているようで知らな
かった一面をお見せします。 （藤田千織）

本館を、もっともっと楽しもう。た て も の 編 本館
3月7日（火）～4月23日（日）本館、平成館１階 企画展示室

2006年9月までの講演会のお知らせ
◆月例講演会

毎月1回、当館の展示・研究員の研究テーマ等に関連し
た講演会を開催します。
会場：平成館大講堂　定員：380名　

聴講無料（ただし入館料が必要です）

4月22日（土）13時30分～15時
「公家の太刀 武家の太刀－さまざまな太刀外装－」

列品室主任研究員 池田 宏

5月13日（土）13時30分～15時
国際博物館の日記念

「博物館？それとも動物園？―みんなで楽しむ博物館―」
ハンズ・オン・プランニング代表

ミュージアムコンサルタント 染川香澄

6月3日（土）13時30分～15時
「内国勧業博覧会の工芸」 平常展室長 伊藤嘉章

7月1日（土）13時30分～15時
「ガンダーラの仏伝図」 平常展室主任研究員 小泉惠英

8月12日（土）13時30分～15時　
「博物館で情報を探す」 情報管理室長 田良島 哲

9月16日（土）13時30分～15時　
「能装束の歴史―デザインと様式の変遷―」

平常展室研究員 小山弓弦葉

◆テーマ別講演会
「江戸時代後期の絵画」をテーマに専門性のある連続講

演会を開催します。（全4回）
会場：平成館大講堂　定員：380名　

聴講無料（ただし入館料が必要です）

5月20日（土）13時30分～15時
第1回「変容する江戸絵画」 教育講座室長 田沢裕賀

6月10日（土）13時30分～15時
第2回「南画と南蘋派」 新潟大学教授 武田光一

6月17日（土）13時30分～15時
第3回「抱一・其一の活動とその背景」

武蔵野美術大学教授 玉蟲敏子

6月24日（土）13時30分～15時
第4回「18世紀京都の絵画―その遠心性と求心性―」

京都国立博物館文化資料課長 狩野博幸

親と子のギャラリー

「本館を歩く」ツアー
どなたでも当日参加可能。ガイドスタッフの案内で、
建築に注目しながら約40分間で本館を回ります。
＊会期中、毎週水曜日･土曜日 13:00より。
＊集合場所：平成館1階 企画展示室

「本館を遊ぶ」探険隊
小学生～中学生対象の当日参加プログラム。平成館
1階 企画展示室で、スタッフからミッションを受け取
ってスタートします。ミッションを完了すると、ちょっと
したおまけがもらえます（スタッフは同行しません）。
＊会期中、毎日 11:00～16:00。
好きな時間にトライできます。

「本館を見る」マップ
建築上の注目ポイントをのせたマップをもち、ご自
分で本館めぐりをしてみてください。配布場所は正
門、本館正面入口、本館1階17室、平成館1階 企画
展示室です。

ハンズ・オン体験コーナー
68年の時を経た、本館建設当時の瓦や椅子に自由に
さわれます。下から見上げるのとは違う瓦の大きさ
を実感してください。平成館1階 企画展示室にて。

本館をプロモーション
3月12日（日）まで皆さんから募集していました、本
館の魅力を伝えるキャッチコピーを発表します。当
館ホームページで＜催し物＞→＜親と子のギャラリ
ー＞をごらんください。

展示関連プログラム



こ
の
画
像
は
、
源
頼
朝
像
、
平
重
盛
像

と
伝
え
ら
れ
て
き
た
二
つ
の
画
像
と
共
に
神じ

ん

護
寺

ご

じ

に
伝
来
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
神
護
寺

所
蔵
の
三
画
像
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
像
主

の
変
更
を
提
示
す
る
説
が
出
さ
れ
話
題
に
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の
制
作
背
景
や
伝
来
経
緯

に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
幾
つ
か
の
説
が
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
こ
の
伝
藤
原
光
能

ふ
じ
わ
ら
の
み
つ
よ
し

像
は
位
置
づ
け
が
曖
昧

あ
い
ま
い

で
、
藤
原
光
能
と
い

う
名
も
、
根
拠
と
な
る
史
料
と
画
像
自
体
の

結
び
つ
き
に
は
確
実
な
根
拠
が
あ
り
ま
せ

ん
。
江
戸
時
代
初
期
の
神
護
寺
の
宝
物
目
録

や
幕
末
に
刊
行
さ
れ
た
古
美
術
品
の
集
成
図

か
ら
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
こ
の
画
像
が
藤

原
成
範

し
げ
の
り

と
い
う
ま
っ
た
く
別
の
人
物
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
唯
一
、
確
実
な
情
報
と
し
て
は
、
画
像

そ
の
も
の
し
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

で
は
、
画
像
そ
の
も
の
は
と
い
う
と
、

伝
来
情
報
の
揺
ら
ぎ
と
は
裏
腹
に
、
揺
る
ぎ

の
な
い
し
っ
か
り
と
し
た
造
形
で
、
日
本
の

肖
像
画
の
歴
史
の
中
で
質
と
規
模
の
両
面
に

お
い
て
傑
出
し
た
作
品
と
い
え
る
も
の
で

す
。
縦
一
四
三
・
〇

、
横
一
一
一・
六

等
身
。
ほ
ぼ
等
身
像
を
描
き
出
す
大
画
面
。

通
常
こ
れ
だ
け
の
大
き
さ
の
画
面
の
場
合
、

絵え

絹ぎ
ぬ

を
複
数
継
い
で
用
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の

画
像
は
一
枚
の
絵
絹
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

僧
侶
像
や
天
皇
像
以
外
の
俗
人
の
肖
像
画
で

こ
れ
ほ
ど
大
き
く
、
し
か
も
一
枚
の
絵
絹
に

描
か
れ
た
も
の
は
類
を
見
ま
せ
ん
。
ま
た
、

顔
の
繊
細
な
描
写
と
衣
服
の
堂
々
と
し
た
描

写
も
見
事
で
す
。
細
い
淡
墨
線
で
一
本
一
本

方
向
性
を
つ
け
て
丁
寧
に
描
か
れ
た
眉
や

髭ひ
げ

、
顔
の
柔
ら
か
な
肉
付
き
を
表
す
た
め
ほ

ん
の
り
と
施
さ
れ
た
朱
の
暈ぼ

か

し
。
衣
を
象

か
た
ど

る
、
歯
切
れ
良
く
た
め
ら
い
の
な
い
太
く
た

っ
ぷ
り
と
し
た
輪
郭
線
。
そ
の
線
を
活
か
す

よ
う
に
、
線
の
中
を
彫ほ

り

塗ぬ

り
技
法
で
少
し
の

は
み
出
し
も
な
く
正
確
に
塗
り
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
衣
の
白
い
部
分
に
銀
泥
の
暈
し
を

施
す
お
し
ゃ
れ
な
感
覚
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
画
像
そ
の
も
の
と
の
対
話
を

楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
こ
を
離
れ
て
真
実
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

仮
説
推
理
も
そ
こ
か
ら
し
か
出
発
で
き
な
い

の
で
す
か
ら
。

（
沖
松
健
次
郎
）

平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内

2
0
0
6
年
4
月
・
5
月

謎
に
包
ま
れ
た
肖
像
画
の
傑
作

国
宝

伝
藤
原
光
能
像

'伝藤原光能像　鎌倉時代・13世紀 京都・神護寺蔵
画像の注文主はどんな思いを持ってこの画像を作らせたのだろうか

4
月
11
日
（火）
〜
5
月
7
日
（日）

本
館
2
室
　
国
宝
室
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東
京
国
立
博
物
館
は
多
く
の
仮
面
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
が
、
高
野
山
の
鎮
守
で
あ

る
天あ

ま

野の

社し
や（
丹
生
都
比
売

に

う

つ

ひ

め

神
社
。
和
歌
山

県
か
つ
ら
ぎ
町
所
在
）に
伝
来
し
た
中
世

の
行
道
面

ぎ
ょ
う
ど
う
め
ん

、
舞ぶ

楽
面

が
く
め
ん

な
ど
の
仮
面
群
は
、

そ
の
中
核
を
な
す
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は

天
野
社
で
一
切

い
っ
さ
い

経
会

き
ょ
う
え

に
際
し
て
行
わ
れ
た

舞
楽
四
箇
法
要
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
行

道
面
は
一
切
経
を
乗
せ
た
輿こ

し

を
ひ
く
者

（
輿
か
き
）が
つ
け
た
仮
面
で
、
形
態
や
面

裏
の
補
筆
銘
か
ら
そ
れ
が
二
十
八
部
衆
を

か
た
ど
っ
た
も
の
と
わ
か
り
ま
す
。
二
十

八
部
衆
の
面
は
他
に
現
存
例
が
知
ら
れ
ま

せ
ん
。
舞
楽
面
に
は
散
失
し
た
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
陵
王

り
ょ
う
お
う

、
納
曾
利

な

そ

り

な
ど
八
種
十

五
面
が
現
存
し
、
演
じ
ら
れ
た
舞
楽
が
か

な
り
の
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
、
鎌
倉
末
期
の
年
紀
の

あ
る
追つ

い

儺な

面め
ん（
鬼
追
い
の
面
）
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
特
集
で
は
天
野
社
伝
来
の
仮
面

以
外
の
舞
楽
面
、
行
道
面
も
展
示
し
ま
す
。

（
丸
山
士
郎
）

天
野
社
伝
来
の
仮
面

特
集
陳
列
「
舞
楽
面
と
行
道
面
」

平
成
館
企
画
展
示
室

イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
、ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
は
、周
辺
諸
国
へ
も
漸
次
広
が
り
、さ
ま

ざ
ま
な
形
で
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。本
特
集

で
は
、ス
リ
ラ
ン
カ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、タ
イ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、八
〜
十

四
世
紀
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
仏
教
と
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
の
尊
像
を
集
め
ま
し
た
。

七
〜
十
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
小
さ
な
像
た
ち

特
集
陳
列
「
東
南
ア
ジ
ア
の
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
」
3
月
21
日（
火
・
祝
）〜
7
月
2
日
（日）

東
洋
館
第
3
室

飾
剣

か
ざ
り
た
ち

、
競
馬
太
刀
、
蛭
巻

ひ
る
ま
き
の

太
刀

た

ち

、
兵
庫

ひ
ょ
う
ご

鎖
太

ぐ
さ
り
の
た

刀ち

、
糸
巻

い
と
ま
き
の

太
刀

た

ち

、
黒
漆

く
ろ
う
る
し

太
刀

の
た
ち

。
い
ず

れ
も
今
回
展
示
す
る
作
品
で
す
。
太
刀
の

種
類
に
は
、
大
き
く
分
け
て
儀
式
用
と
実

戦
用
の
も
の
、
公
家
が
用
い
た
も
の
、
武

家
が
身
に
つ
け
た
も
の
な
ど
用
途
や
身
分

に
よ
る
相
違
が
あ
り
、
時
代
に
よ
る
流
行

も
あ
り
ま
し
た
。

正
倉
院
の
大
刀
の
模
造
を
は
じ
め
、

『
枕
草
子
』の「
め
で
た
き
も
の
」の
な
か
に

身
分
や
時
代
に
よ
る
違
い
に
注
目

特
集
陳
列
「
公
家
の
太
刀
・
武
家
の
太
刀

―
さ
ま
ざ
ま
な
太
刀
外
装
―
」

3
月
28
日
（火）
〜
5
月
7
日
（日）

本
館
14
室

'梨地螺鈿金装飾剣
平安時代・12世紀
天皇から特別な許可を受けた公家が
儀式の時に佩（は）いた剣（たち）

行道面　二十八部衆夜叉天
鎌倉時代・13世紀
表情の豊かさに注目

大日如来坐像　
インドネシア 中部ジャワ時代（9～10世紀）
高さ12.8cmのかわいらしいお像

も
記
さ
れ
て
い
る
飾
剣
、
そ
の
略
装
で
あ

る
細ほ

そ

太
刀

だ

ち

な
ど
の
公
家
の
太
刀
、
武
家
が

好
ん
で
用
い
た
兵
庫
鎖
太
刀
や
糸
巻
太
刀

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の
太
刀
を
展
示

い
た
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
反
り
の
つ
い
た
姿

を
は
じ
め
、
鐔つ

ば

や
金
具
の
意
匠
、
鞘さ

や

の
漆

塗
な
ど
の
装
飾
も
見
所
の
一
つ
で
す
。

（
池
田
　
宏
）

5
月
9
日
（火）
〜
６
月
18
日
（日）

文
化
の
中
心
が
ジ
ャ
ワ
島
中
部
に
あ
り
、こ

の
時
代
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
大
乗
仏
教

が
と
も
に
栄
え
ま
し
た
。こ
こ
で
は
大
乗
仏

教
の
像
と
密
教
法
具
を
展
示
し
ま
す
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、壮
大
な
寺
院
が
建
築

さ
れ
た
ア
ン
コ
ー
ル
時
代
に
属
す
る
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
神
像
や
イ
ン
ド
古
代
叙
事
詩
の
ラ

ー
マ
ー
ヤ
ナ
に
登
場
す
る
ハ
ヌ
マ
ー
ン
像

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
掌
に
の
る
ほ
ど
の
小
品
で
す

が
、ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
や
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
な
ど
当
時
の
王
権
と
結
び
つ
い
た
壮
麗

な
寺
院
を
頂
点
に
、民
間
に
広
ま
っ
て
い
っ

た
当
時
の
信
仰
の
あ
り
さ
ま
に
思
い
を
巡

ら
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
小
泉
惠
英
）
●9
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東
博
と
い
え
ば
日
本
と
東
洋
の
…
…

と
、
暗
誦
で
き
る
ほ
ど
で
す
が
、
百
三
十

四
年
の
歴
史
の
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
品

も
収
蔵
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九

年
の
交
換
で
イ
タ
リ
ア
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

古
代
陶
器
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
中
で
も

今
回
は
中
部
の
エ
ト
ル
リ
ア
で
出
土
し
た

作
品
を
披
露
し
ま
す
。

ロ
ー
マ
以
前
か
ら
栄
え
、
ロ
ー
マ
を
も

支
配
し
た
エ
ト
ル
リ
ア
人
は
、
ギ
リ
シ
ャ

陶
器
を
愛
し
、
大
量
に
輸
入
し
た
だ
け
で

な
く
、
自
ら
も
模
倣
を
始
め
ま
し
た
。
ま

た
黒
光
り
す
る
ブ
ッ
ケ
ロ
と
呼
ば
れ
る
独

自
の
土
器
も
生
産
し
ま
し
た
。
骨
壺
の
蓋

に
は
死
者
の
姿
を
表
し
、
墓
に
は
神
像
を

奉
納
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
の
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
二
一

九
号
で
、
か
の
高
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と

も
に
東
洋
館（
昭
和
四
十
三
年
開
館
）の
主

要
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
エ

ト
ル
リ
ア
陶
器
。
四
十
年
ぶ
り
の
玉
手
箱

は
4
月
25
日
に
開
き
ま
す
。（
白
井
克
也
）

40
年
ぶ
り
の
公
開

特
集
陳
列
「
エ
ト
ル
リ
ア
陶
器

―
イ
タ
リ
ア
国
立
東
洋
美
術
館
交
換
品
―
」

東
洋
館
第
10
室

明
治
十
年（
一
八
七
七
）、
こ
こ
上
野
公
園

を
会
場
と
し
て
万
国
博
覧
会
の
国
内
版
と
も

言
う
べ
き
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
国
内
の
産
業
を
振
興
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
か
れ
た
内
国
博
は
都
合
五
回
開
催
さ

れ
、
第
三
回
ま
で
が
こ
の
上
野
公
園
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）の
第
二
回
内
国
博

で
は
、新
築
な
っ
た
ば
か
り
の
博
物
館
本
館
が

会
場
と
し
て
使
わ
れ
る
な
ど
、当
館
と
博
覧
会

に
は
深
い
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。明
治
前
期
に

は
博
物
館
は
日
本
の
産
業
振
興
と
い
う
役
割
も

担
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
た
め
に
第
一
回
、第
二

回
の
内
国
博
で
は
そ
の
頃
の
日
本
産
業
の
中
核

で
あ
っ
た
工
芸
作
品
を
数
多
く
購
入
し
て
い
ま

す
。今
回
は
こ
の
二
つ
の
博
覧
会
に
出
品
さ
れ

た
工
芸
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
伊
藤
嘉
章
）

上
野
の
山
の
博
覧
会

特
集
陳
列
「
内
国
勧
業
博
覧
会
の

工
芸
」
5
月
9
日
（火）
〜
7
月
2
日
（日）

本
館
14
室
　
工
芸

明
治
二
年（
一
八
六
九
）、
明
治

維
新
の
混
乱
に
よ
っ
て
閉
鎖
さ
れ

て
い
た
上
野
の
山
が
一
般
に
開
放

さ
れ
ま
し
た
。
同
六
年
に
旧
寛
永

寺
境
内
の
大
部
分
が
公
園
と
し
て

の
指
定
を
う
け
、
そ
の
二
年
後
上

野
の
寛
永
寺
本
坊
跡
に
博
物
館
を

開
設
す
る
方
針
が
内
定
す
る
と
、

博
物
局
は
一
帯
の
整
備
に
着
手
し
、

「
上
野
公
園
貸
地
条
例
」を
定
め
る

と
と
も
に
、
道
路
の
修
築
拡
張
、

休
憩
所
の
修
繕
、
公
園
事
務
所
の

設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
公
園

の
整
備
が
一
段
落
し
た
明
治
九
年

五
月
九
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

行
幸
啓
を
仰
ぎ
、
開
園
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
こ
の
地
は

多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
大
正

十
三
年（
一
九
二
四
）に
は
皇
太
子

の
ご
成
婚
を
記
念
し
て
、
公
園
が

東
京
市
に
下
賜

か

し

さ
れ
、
現
在
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
開
園

一
三
〇
周
年
を
む
か
え
た
上
野
公

園
の
沿
革
に
関
す
る
資
料
を
展
示

い
た
し
ま
す
。

（
高
橋
裕
次
）

上
野
公
園
の
昔
を
さ
ぐ
る
！

日
本
の
博
物
学
シ
リ
ー
ズ

特
集
陳
列
「
上
野
公
園
の
1
3
0
年
」4
月
25
日
（火）
〜
6
月
25
日
（日）

本
館
16
室
　
歴
史
資
料

水差し
エトルリア 紀元前3～紀元
前2世紀 イタリア・ラツィ
オ州カステラーナ出土
黒い彩色を塗り、残った赤い
地色の部分で女性の顔を表す

天皇皇后両陛下行幸啓図
楊洲周延筆 1組（3枚）
明治9年（1876）刊　
明治9年5月9日の開園式。
天皇皇后両陛下の行幸啓
を仰いだ

4
月
25
日
（火）
〜
7
月
17
日（
月
・
祝
）

明
治
六
年（
一
八
七
三
）、
上
野
の
お
山
は
日
本
で
最
初
の
、
太
政
官
布
達
に
よ
る
公
園
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
三
年
後
の
明
治
九
年（
一
八
七
六
）五
月
九
日
、
上
野
公
園
の
開
園
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
野
恩
賜
公
園
開
園
式
典
1
3
0
周
年
を
記
念
し
て
二
つ
の
特
集
陳
列
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

上
野
恩
賜
公
園
開
園
式
典
1
3
0
周
年
記
念

特
集
陳
列
二
連
発
！

◎褐釉蟹貼付台付鉢
初代宮川香山作
明治14年（1881）
第二回内国勧業博覧会出品作
宮川香山の陶芸は世界的にも高
い評価を得ていた。蟹の貼り付い
たこの鉢は香山前期の代表作
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埴輪 矢負いの猪　伝千葉県我孫子市出土
古墳時代・6世紀 背中の矢に注目！

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
狩
猟
場
面
の
再
現

埴
輪

矢
負
い
の
猪

6
月
25
日
（日）
ま
で

古
墳
時
代
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
形け

い

象
埴

し
ょ
う
は
に

輪わ

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
古
墳
の

上
や
そ
の
周
辺
で
、
人
物
や
動
物
、
家
、

大
刀
や
盾
な
ど
の
器
財
埴
輪
が
整
然
と

立
て
並
べ
ら
れ
、
円
筒
埴
輪
に
よ
っ
て

区
切
ら
れ
た
空
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼

を
お
こ
な
っ
て
い
る
場
面
が
再
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
狩
猟
の
場

面
も
あ
り
、
狩
人
と
そ
れ
に
つ
き
従
う

犬
、
そ
し
て
狩
猟
の
対
象
で
あ
る
猪
や

鹿
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
本
例
は
狩
人
が
放
っ
た
矢
が
背
中

に
刺
さ
っ
て
い
る
状
況
を
あ
ら
わ
し
た

猪
の
埴
輪
で
、
全
国
的
に
見
て
も
類
例

の
少
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

（
日
高
　
慎
）

日
本
で
愛
さ
れ
た
秋
草
手

青
花
草
花
文
壺

余
白
を
た
っ
ぷ
り
と
と
り
、
簡
素
な

筆
づ
か
い
で
胴
の
三
方
に
草
花
文
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
淡
い
発
色
の
青
花
が
、

潤う
る
お

い
の
あ
る
温
容
な
釉
膚

く
す
り
は
だ

に
映
え
て
、

余
韻
の
あ
る
情
趣
を
そ
な
え
て
い
ま
す
。

こ
の
種
の
青
花
磁
器
は
日
本
で
は
秋
草

手
と
呼
ば
れ
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
朝
鮮
時

代
の
陶
磁
器
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
な

か
で
も
抒
情
的
な
作
風
の
秋
草
手
は
大

い
に
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
題
材
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
の

は
、
必
ず
し
も
秋
の

草
花
に
限
り
ま
せ
ん

が
、
感
傷
に
訴
え
る

そ
の
作
風
に
ふ
さ
わ

し
い
こ
と
か
ら
秋
草

手
の
名
が
定
着
し
た

の
で
し
ょ
う
。

（
今
井
　
敦
）

後
ろ
姿
の
魅
力

見
返
り
美
人
図

3
月
28
日
（火）
〜
4
月
23
日
（日）

東
洋
館
第
10
室
　
朝
鮮
陶
磁
　

本
館
10
室
　
浮
世
絵
　

和
歌
の
意
匠
を
探
し
て
み
よ
う

重
文

男
山
蒔
絵
硯
箱

3
月
14
日
（火）
〜
6
月
18
日
（日）

本
館
13
室
　
漆
工

平
成
館
　
日
本
の
考
古

室
町

　

時
代
は
連
歌
が
大
い
に
盛
ん
で
、

有
名
な
和
歌
を
表
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
蒔ま

き

絵え

作
品
が
数
多
く
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
硯す

ず
り

箱ば
こ

は
そ
の
代
表
例
と
も
い
う
べ

き
存
在
で
、
蓋ふ

た

表お
も
て

に
は
遠
山
に
の
ぼ
る

月
、
険
し
い
坂
道
、
女お

み

郎な

花え
し

・
芒す

す
き

・

菊
・
桔
梗

き
き
ょ
う

な
ど
を
描
い
て
い
ま
す
。
画

中
に「
な
を
・
代
々
に
・
男
」の
文
字
を

隠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
続

後
撰
和
歌
集
』の
源

み
な
も
と雅

実

　
の
ま
さ
ざ
ねの

歌

「
な
ほ
て
ら
せ
代
々
に
か
は
ら

ず
を
と
こ
山
　
あ
ふ
ぐ
み
ね

よ
り
い
づ
る
月
か
げ
」を
表
す

意
匠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
男
山
は
現
在
の
京
都

府
八
幡
市
に
あ
り
、
山
頂
に

石
清
水
八
幡
宮
を
ま
つ
る
名

所
で
す
。

（
竹
内
奈
美
子
）

花
の
雲
鐘
は
上
野
か
浅
草
か
　
芭
蕉

山
全
体
が
桜
色
に
か
す
ん
で
、上
野
は
一

年
で
い
ち
ば
ん
に
ぎ
や
か
な
季
節
を
迎
え

ま
す
。駅
を
降
り
た
と
た
ん
の
喧
騒
に「
ち

ょ
っ
と
う
ん
ざ
り
」と
い
う
方
も
お
ら
れ
る

の
で
は
？
　
静
か
に
桜
を
楽
し
み
た
い
向

き
に
は
、東
博
の
庭
園
散
策
を
お
勧
め
し
ま

す
。桜
の
時
期
に
は
本
館
裏
の
庭
園
も
一
般

開
放
さ
れ
ま
す
。庭
園
入
り
口
は
東
洋
館
の

レ
ス
ト
ラ
ン
・
ラ
コ
ー
ル
の
前
。右
手
の
築

山
に
は
ミ
カ
ド
ヨ
シ
ノ
、そ
の
ま
ま
進
む
と

松
永
耳
庵
ゆ
か
り
の
茶
室
を
バ
ッ
ク
に
エ

ド
ヒ
ガ
ン
の
枝
垂
れ
が
風
に
揺
れ
る
美
し

い
シ
ー
ン
に
出
会
え
ま
す
。奥
の
散
策
路
に

は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
大
木
が
連
な
り
、応
挙

館
の
横
手
で
は
緑
の
花
の
ギ
ョ
イ
コ
ウ
ザ

ク
ラ
、本
館
裏
手
の
池
前
で
は
ピ
ン
ク
が
愛

ら
し
い
シ
ョ
ウ
フ
ク
ジ
ザ
ク
ラ
に
白
花
が

清
清
し
い
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
愛
で
ま
し

ょ
う
。種
類
の
違
う
桜
が
順
に
花
を
咲
か
せ

て
い
く
の
が
東
博
の
庭
園
の
魅
力
で
す
。

実
は
江
戸
時
代
は
、上
野
の
山
は
鳴
り
物

禁
止
、入
相
の
鐘
が
な
っ
た
ら
花
見
客
は
追

い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
か
。存
外
静
か
な

お
花
見
で
、鐘
の
音
が
し
み
じ
み
と
響
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

（
小
林
　
牧
）

春
の
庭
園
開
放
3
月
11
日（
土
）〜
4
月
16
日（
日
）。

庭
園
入
り
口
で
は
、
庭
園
散
策
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
す
。

公
園
の
上
野
観
光
連
盟
案
内
所
な
ど
で
上
野
商
店
街

連
合
会
に
よ
る
「
上
野
公
園
桜
マ
ッ
プ
」
を
配
布
予
定

東博の樹木をめぐる樹木ツアーが生涯学習ボランティアによって行われています。この連載
もボランティアガイドの資料を参考にしています。ガイドの日程は本誌裏表紙をご覧ください。

桜
の
園
へ
よ
う
こ
そ

◎男山蒔絵硯箱 室町時代・15世紀
図様の中に文字が巧みに隠されている。
特集陳列「室町時代の漆芸」で展示

切
手
の
図
柄
と
な
っ
た
こ
と
で
よ
く

知
ら
れ
た
作
品
で
す
。

歩
み
の
途
中
で
振
り
返
っ
た
美
人
の

姿
を
背
の
方
か
ら
描
い
た
こ
の
作
品
は
、

そ
の
姿
か
ら「
見
返
り
美
人
図
」と
名
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。菱
川
師
宣

ひ
し
か
わ
も
ろ
の
ぶ（

?
〜
一

六
九
四
）の
署
名
が
あ
る
作
品
に
は
、
弟

子
た
ち
が
協
力
し
た
工
房
作
も
多
い
の

で
す
が
、
流
行
の
帯
の
結
び
と
鮮
や
か

な
衣
装
を
見
せ
る
よ
う
な
後
ろ
姿
、
腰

の
丸
み
を
感
じ
さ
せ
る
肉
感
的
な
描
写
、

反
ら
せ
た
体
と
右
側
に
取
ら
れ
た
空
間

の
バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
真
横
か
ら
描
か

れ
た
顔
。
見
る
者
を

強
く
引
き
つ
け
る
描

写
は
、
師
宣
作
品
の

中
で
も
際
立
っ
た
特

徴
を
示
し
て
お
り
、

基
準
的
作
品
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
田
沢
裕
賀
）

青花草花文壺
朝鮮時代・17～18世紀 山田丑太郎氏寄贈
楚々とした絵付けが日本人の心をとらえた

12
月
3
日
（日）
ま
で

見返り美人図
菱川師宣筆 江戸時代・17世紀
腰つきが色っぽい元禄美人



ま
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
や
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
た
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る

報
告
を
通
し
て
、「
来
館
者
本
位
」「
人
間
本

位
」の
美
術
館
・
博
物
館
の
あ
り
方
が
力
強

く
示
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
と
は
か
な
り
異
な

る
環
境
や
状
況
に
驚
き
を
感
じ
た
の
は
、
私

だ
け
で
は
な
か
っ
た
は
ず
。
と
同
時
に
、
日

本
の
美
術
館
・
博
物
館
関
係
者
に
向
け
た
温

か
い
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
日
本
と
い
う

異
文
化
に
対
す
る
関
心
と
尊
敬
が
感
じ
ら
れ

る
講
演
で
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
成
功
を
確
信
し
た
の
で
し
た
。

第
一
歩
は
人
選
か
ら

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
が
企
画
さ

れ
た
の
は
お
よ
そ
一
年
前
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
目
的
は
、
世
界
各
国
の
研
究
者
を
集

め
、
最
新
の
情
報
を
国
内
の
研
究
者
や
博

物
館
関
係
者
に
提
供
す
る
こ
と
。
さ
ら
に

海
外
の
研
究
者
に
日
本
の
博
物
館
の
実
態

を
視
察
し
て
も
ら
い
、
お
互
い
に
交
流
を

深
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

れ
を
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

国
立
博
物
館
が
果
た
す
べ
き
重
要
な
役
割

と
し
て
位
置
づ
け
、
事
業
計
画
に
盛
り
込

み
ま
し
た
。
担
当
は
、
講
座
や
講
演
会
を

開
催
す
る
教
育
講
座
室
と
各
国
の
美
術

館
・
博
物
館
、
お
よ
び
研
究
者
同
士
の
国

際
交
流
を
推
進
す
る
国
際
交
流
室
で
す
。

テ
ー
マ
は
、美
術
館
・
博
物
館
関
係
者

に
と
っ
て
広
く
関
心
の
あ
る「
教
育
普
及
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。日
本
に
お
け
る
美
術

館
・
博
物
館
教
育
は
、発
展
期
に
あ
る
と

も
過
渡
期
に
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

緊
張
の
幕
開
け

2
0
0
6
年
2
月
4
日
、
東
京
国
立
博

物
館
で
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
世
界
の
現

場
か
ら
　
今
、
博
物
館
教
育
を
問
う
―
家

族
、
学
校
、
地
域
に
む
け
て
の
取
り
組
み

―
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
で
教
育
普

及
を
テ
ー
マ
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
ど
ん
な
発
表
が

あ
る
の
か
、
博
物
館
の
歴
史
的
背
景
も
そ
れ

を
と
り
ま
く
状
況
も
ま
っ
た
く
異
な
る
各
国

の
研
究
者
の
討
論
が
果
た
し
て
う
ま
く
か
み

あ
う
の
か
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
期
待
と
緊
張
の

朝
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
お
迎
え
し
た
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・

ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
か
ら
教
育
部

長
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
、

ア
メ
リ
カ
・
デ
ン
バ
ー
美
術
館
の
シ
ニ
ア
エ

デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
、
パ
タ
ー
ソ
ン
・
ウ
イ
リ
ア

ム
ス
さ
ん
、
ソ
ウ
ル
の
韓
国
国
立
中
央
博
物

館
の
教
育
室
長
ウ
・
ス
ヨ
ン
さ
ん
で
す
。
日

本
代
表
は
、
昨
年
の
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の
九
州
国
立
博
物
館
企
画
課
長
三

木
美
裕
さ
ん
と
東
京
国
立
博
物
館
教
育
講
座

室
研
究
員
の
鈴
木
み
ど
り
さ
ん
。

平
成
館
大
講
堂
、
午
後
1
時
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
口
火
を
き
っ
た
の
は
、
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
･
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
の
デ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
の
基
調
講

演
で
し
た
。
美
術
館
・
博
物
館
を
訪
れ
た
人

が「
参
加
す
る
こ
と
、
経
験
す
る
こ
と
」が

大
切
、
と
い
う
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
さ
ん
。
さ
ま
ざ

的
に
行
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
を
、そ
し
て

先
ご
ろ
大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
果
た
し
、教

育
部
門
に
お
い
て
も
新
し
い
企
画
を
立
ち

あ
げ
た
お
隣
、韓
国
の
国
立
中
央
博
物
館

か
ら
新
進
気
鋭
の
研
究
者
を
、と
い
う
わ

け
で
三
人
に
白
羽
の
矢
が
た
ち
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
、開
催
館
で
あ
る
東
博
と
、子

ど
も
向
け
の
教
育
普
及
ス
ペ
ー
ス
を
常
設

す
る
九
州
国
立
博
物
館
の
ホ
ッ
ト
な
事
例

を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

古
都
か
ら
九
州
へ
交
流
の
旅

海
外
か
ら
の
参
加
者
が
来
日
し
た
の

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
二
週
間
ほ
ど
前
か

ら
。
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
に
よ
っ
て
、
ご
家

族
を
伴
っ
て
一
足
先
に
と
い
う
人
も
あ
れ

ば
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
も
あ
り
。
そ
れ
で
も

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
五
日
前
に
は
全
員
が
顔

を
合
わ
せ
、
京
都
、
奈
良
、
九
州
の
国
立

博
物
館
三
館
の
旅
を
と
も
に
し
ま
し
た
。

旅
の
ア
レ
ン
ジ
を
し
た
の
は
国
際
交
流

室
長
の
鬼
頭
智
美
さ
ん
で
す
。

「
各
館
の
教
育
普
及
活
動
を
見
て
い
た

だ
く
こ
と
も
重
要
で
し
た
が
、
旅
を
通
し

て
日
本
の
文
化
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
、

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」。

例
え
ば
京
都
で

は
、
博
物
館
の
す
ぐ

近
く
の
三
十
三
間
堂

や
清
水
寺
に
ご
案
内

し
ま
し
た
。
博
物
館

に
あ
る
古
美
術
の
多

く
が
仏
教
と
か
か
わ

り
を
も
っ
て
い
ま

ようこそ！ 
博物館の舞台裏へ 

第
9
回研

究
者
が
情
報
を
交
換
し
意
見
を
交
わ
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
博
物
館
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る

栄
養
剤
の
よ
う
な
も
の
。
そ
の
成
果
は
、
展
示
や
教
育
普
及
の
新
し
い
試
み
と
な
っ
て
披
露
さ
れ
る
は
ず
。

今
回
は
、
2
0
0
6
年
2
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
裏
側
に
皆
様
を
ご
招
待
し
ま
す
。

東
博
で
も「
親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」や
学

校
向
け
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
毎
回
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。し
か
し
そ
の
一
方
で
、

関
係
省
庁
に
お
け
る
諮
問
や
政
府
の
規
制

改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
な
ど
で
は
、

教
育
普
及
事
業
の
縮
小
や
外
部
委
託
の
推

進
な
ど
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、そ
の
見
直
し

を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。現
場
の
抱
え
る
問

題
は
深
く
大
き
く
、海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
例
を
聞
き
、そ
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
は

非
常
に
有
意
義
な
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
が
ま
ず
手
を
つ
け
た
の
は
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て
い
た
だ
く
研
究

者
の
人
選
で
す
。

１
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
報
告
を
通
し
て

問
題
点
を
多
角
的
に
浮
き
彫
り
に

す
る
た
め
に
、
異
な
る
地
域
や
文

化
の
研
究
者
を
集
め
よ
う
。

２
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

教
育
普
及
事
業
の
あ
り
方
を
探
る

た
め
、
で
き
れ
ば
国
立
館
の
研
究

者
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
。

３
日
本
の
国
立
博
物
館
と
同
様
、
古

美
術
を
扱
う
館
の
活
動
事
例
を
聞

き
た
い
。

以
上
三
つ
を
ポ
イ
ン
ト
に
、東
博
お
よ

び
九
州
国
立
博
物
館
の
三
木
さ
ん
を
中
心

に
し
て
人
選
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。結

果
は
冒
頭
に
記
し
た
と
お
り
。博
物
館
の

歴
史
が
古
く
教
育
普
及
活
動
に
つ
い
て
も

長
い
実
績
を
も
つ
イ
ギ
リ
ス
か
ら
博
物
館

教
育
の
世
界
的
な
第
一
人
者
を
、博
物
館

教
育
の
先
進
国
と
も
い
え
る
ア
メ
リ
カ
か

ら
展
示
を
通
し
た
冒
険
的
な
試
み
を
精
力

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
裏
側

9:00
シンポジウムの
配布資料とタイ
ムスケジュール
表。さあ、緊張の
一日のはじまりだ

9:30
案内看板も手作り。すべ
て前日までに用意した

10:00
各館の教育担当
が制作した活動報
告ポスターを掲示

10:30
会場設営をする
教育講座室長の
田沢裕賀さんと金
井裕子さん

11:00
大講堂後部
のブースで音
声技術者が
調整を開始

11:00
講師控え室に登壇者が
集合。左から韓国のワ
ン・ゲンオクさん、イギ
リスのデヴィッド・アン
ダーソンさん、韓国の
ウ・スヨンさん、アメリカ
のパターソン・ウイリア
ムスさん、国際交流室
長の鬼頭智美さん

12:00
受け付けの準
備も着々と進
む。各館のパ
ンフレットなど
も参考展示

12:30
受け付け開始

12●

京都の旅で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一
日



す
。
そ
れ
ら
が
も
と
も
と
お
か
れ
て
い
た

場
を
訪
れ
、
仏
像
を
見
れ
ば
自
然
と
手
を

合
わ
せ
る
日
本
人
の
感
性
を
体
感
し
て
も

ら
う
。
料
理
に
こ
め
ら
れ
た
季
節
感
や
店

の
し
つ
ら
い
に
、
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て

い
る
作
品
に
通
ず
る
日
本
の
心
を
感
じ
て

も
ら
う
。
博
物
館
教
育
は
人
を
対
象
と
し

た
学
問
で
す
。
日
本
人
と
そ
の
文
化
に
触

れ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
博

物
館
教
育
の
あ
り
方
や
問
題
を
探
る
上
で

重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

通
訳
の
役
目
も
務
め
た
鬼
頭
さ
ん
は
、

説
明
す
る
の
が
難
し
い
場
面
に
も
遭
遇
、

今
更
な
が
ら
彼
我
の
違
い
を
再
認
識
し
た

そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
日
本
に
は
博
物
館

教
育
を
専
門
と
す
る
大
学
院
レ
ベ
ル
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
も
つ
大
学
が
な
い
こ
と
、

欧
米
に
は
な
い
日
本
の
学
芸
員
資
格
の
こ

と
な
ど
。
キ
ュ
レ
ー
タ
ー（
学
芸
員
）と
同

時
に
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー（
教
育
普
及
専
門

員
）が
専
門
職
と
し
て
確
立
し
て
い
る
欧

米
の
研
究
者
に
、
日
本
の
状
況
を
説
明
す

る
の
は
困
難
で
、
鬼
頭
さ
ん
自
身
も
大
き

な
疑
問
に
ぶ
つ
か
る
の
で
し
た
。
そ
ん
な

と
き「
韓
国
に
も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
わ
」と
助
け
舟
を
だ
し
て
く
れ
る
の
が

韓
国
の
ス
ヨ
ン
さ
ん
で
し
た
。

い
つ
も
悠
然
と
し
て
の
ん
び
り
ム
ー
ド

の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
さ
ん
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒

で
誰
よ
り
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
旅
を
楽
し

ま
れ
た
様
子
の
パ
タ
ー
ソ
ン
さ
ん
、率
直
で

忌
憚
な
い
発
言
で
い
つ
も
一
行
の
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
く
れ
た
ス
ヨ
ン
さ
ん
。

旅
を
通
し
て
各
国
の
研
究
者
は
お
互
い
の

信
条
や
、そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
問
題
点
な
ど

を
理
解
し
あ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
支
え
る
裏
方

さ
て
、
話
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
本
番
に
戻

し
ま
し
ょ
う
。
前
日
ま
で
に
、
参
加
者
リ

ス
ト
の
整
理
と
名
札
の
作
成
、
会
場
機
材

の
準
備
と
テ
ス
ト
な
ど
準
備
は
万
全
。

当
日
の
運
営
は
教
育
講
座
室
、
教
育
普

及
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
の
三
室
か
ら
な

る
教
育
普
及
課
と
国
際
交
流
室
総
出
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
教
育
講
座
室
長
の
田
沢
裕

賀
さ
ん
が
陣
頭
指
揮
を
と
り
、
各
自
に
配

布
さ
れ
た
詳
細
な
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
シ
フ
ト
表
に
従
っ
て
早
朝
か
ら
ス
タ
ッ

フ
が
忙
し
く
動
き
ま
し
た
。

会
場
の
入
り
口
で
は
、
国
内
の
美
術

館
・
博
物
館
な
ど
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
朝
一
番
の
仕
事
は

ポ
ス
タ
ー
を
張
る
パ
ネ
ル
を
用
意
す
る
こ

と
。
10
時
過
ぎ
に
は
、
国
立
民
族
学
博
物

館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
岡
山
県
立

美
術
館
な
ど
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
掲

示
を
開
始
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
る
大
講
堂
の
裏
側
に
は
、
同

時
通
訳
お
よ
び
音
響
の
技
術
者
が
到
着

し
、
機
材
の
搬
入
や
調
整
に
か
か
り
ま

す
。
会
場
設
営
は
教
育
講
座
室
の
担
当
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
接

続
、
画
像
や
音
声
の
最
終
確
認
を
行
い
、

演
壇
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
際

の
椅
子
の
位
置
の
確
認
を
し
ま
す
。
そ
こ

へ「
ち
ょ
っ
と
デ
ー
タ
を
直
し
て
い
い
？
」

と
入
っ
て
き
た
韓
国
の
ス
ヨ
ン
さ
ん
。
手

直
し
は
直
前
ま
で
続
き
ま
し
た
。

会
場
外
で
は
、
教
育
普
及
室
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室
ス
タ
ッ
フ
が
受
付
テ
ー
ブ
ル
を

設
置
し
、
名
札
や
名
簿
の
用
意
を
始
め
ま

し
た
。

講
師
控
え
室
に
は
、お
弁
当
が
運
び
込

ま
れ
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
。ベ
テ
ラ
ン
も
若
手

も
そ
れ
ぞ
れ
に
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
す
。

12
時
、
受
け
付
け
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
参

加
予
定
二
百
三
十
名
す
べ
て
の
名
札
を
並

べ
、
配
布
資
料
も
す
っ
か
り
整
い
ま
し

た
。
会
場
の
設
営
も
完
璧
で
す
。

12
時
30
分
、い
よ
い
よ
受
け
付
け
開
始
。

続
々
と
集
ま
る
美
術
館
・
博
物
館
関
係

者
、
博
物
館
教
育
を
目
指
す
学
生
た
ち
。

そ
し
て
午
後
１
時
、
幕
は
切
っ
て
落
と

さ
れ
ま
し
た
。

多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
さ
ん
の
基
調
講
演
に
続
い

て
四
人
の
事
例
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
パ
タ
ー
ソ
ン
さ
ん
は
、
来

館
者
に
指
示
を
す
る
の
で
は
な
く
、
来
館

者
が
自
ら
選
ん
で「
体
験
」す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
た
っ
た
事
例
を

報
告
。
韓
国
の
ス
ヨ
ン
さ
ん
は
新
し
く
オ

ー
プ
ン
し
た
子
供
博
物
館
を
は
じ
め
と
す

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹

介
。
な
か
で
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
障

害
者
や
外
国
人
労
働
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
存
在
で
し
ょ
う
か
。
東
博
の
鈴
木
さ

ん
は
博
物
館
に
親
し
む
き
っ
か
け
作
り
と

し
て
企
画
さ
れ
た「
博
物
館
っ
て
ど
ん
な

と
こ
ろ
シ
リ
ー
ズ
」に
つ
い
て
、
九
博
の

三
木
さ
ん
は
、
触
れ
る
、
遊
べ
る
子
ど
も

の
ス
ペ
ー
ス「
あ
じ
っ
ぱ
」に
関
す
る
報
告

を
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
普
及

音
声
、
映
像
の
記
録
を
と
る
な
ど
、
発

表
の
間
も
裏
方
の
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
遅
れ
が
ち
な
進
行
を
早
め
る
た

め
、
登
壇
者
に
合
図
を
送
っ
て
い
た
の
は

国
際
交
流
室
の
ア
ン
デ
ィ
ー
さ
ん
。
会
場

外
で
は
、
懇
親
会
の
用
意
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

事
例
報
告
の
あ
と
は
五
人
の
研
究
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
エ
デ
ュ
ケ

ー
タ
ー
の
関
係
や
外
部
ス
タ
ッ
フ
の
導
入

な
ど
、
現
場
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
6
時
、
す
べ
て
の
討
議
が
終
了
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
懇
親
会
の
席
で
、

大
役
を
果
た
し
ほ
っ
と
し
た
面
持
ち
の
鈴

木
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
博
物
館
教
育
の
歴
史
が
古
く
、
確
か

な
基
盤
の
あ
る
欧
米
の
事
例
に
は
学
ぶ
べ

き
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で

も
、
そ
の
手
法
だ
け
を
日
本
に
も
っ
て
き

て
も
だ
め
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
学
校
向
け

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
て
も
、
美
術
や
歴
史
と

い
っ
た
教
科
に
と
ら
わ
れ
な
い
総
合
学
習

の
観
点
に
た
っ
た
も
の
な
ど
、
日
本
な
ら

で
は
の
形
が
あ
る
は
ず
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
よ
か

っ
た
の
は
、
博
物
館
に
と
っ
て
教
育
普
及

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
皆
で
改
め
て
確

認
で
き
た
こ
と
で
す
。
困
難
は
あ
っ
て

も
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
に
な

れ
ま
し
た
」。

す
べ
て
の
発
表
が
終
わ
り
、
私
が
感
じ

た
こ
と
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
教
育

普
及
の
一
担
当
者
だ
け
で
な
く
、
参
加
し

た
館
内
外
の
多
く
の
人
に
一
粒
の
小
さ
な

種
を
蒔
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
大
き
な
木
に
成
長
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
十
年
先
、
二
十
年

先
を
見
据
え
た
地
道
で
着
実
な
努
力
を
、

館
全
体
で
重
ね
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
小
林
　
牧
）
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19:30
今日の記録

12:45
同時通訳も
スタンバイ

13:00
アンダーソン
さんの基調講
演始まる

14:40
各館の事例
報告。写真は
東博の鈴木
みどりさん

16:35
パネルディスカッション
左から、東博の鈴木さ
ん、韓国のスヨンさん、
イギリスのデヴィッドさ
ん、アメリカのパターソ
ンさん、九博の三木さん17:00

懇親会の
準備が進む

18:00
懇親会で
情報交換

18:30
大講堂では
機材の撤収
作業が続く

19:00
懇親会もお開
き。そしてポス
ターの撤収

国際シンポジウム
世界の現場から 今、博物館教育を問う

―家族、学校、地域にむけての取り組み―

2006年2月4日 東京国立博物館 平成館大講堂

主　　催：独立行政法人国立博物館
基調講演：「博物館の未来と役割―博物館教育の可能性―」

ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館
デヴィッド・アンダーソン

事例報告：「変化と解決」
デンバー美術館 パターソン・ウイリアムス

「韓国国立中央博物館における教育プログラム」
韓国国立中央博物館 ウ・スヨン　

「博物館ってどんなところ？」東京国立博物館 鈴木みどり
「親子で楽しむ九博体験」九州国立博物館 三木美裕



◆春の庭園開放
3月11日（土）～4月16日（日） 10：00～16：00
本館北側の庭園を公開します。由緒ある5棟の
茶室が点在する庭園を散策してみませんか。

◆18年度夜間開館日、時間延長日のお知らせ
今年度は、4月～9月の土・日・祝日は18時まで、平成18年3月31

日（金）と4月から12月の特別展開催期間中の金曜日は20時まで
開館いたします（通常の開館時間は9時30分～17時）。

◆18年度 臨時休館日のお知らせ
6月13日（火）は電気設備保守点検のため臨時休館いたします。

◆ 2006年10月1日 観覧料改定のお知らせ
国立博物館では、2006年10月1日より平常展観覧料等の改定を

行うことになりました。国立博物館は2006年度から独立行政法
人として第2期の中期計画期間に入りますが、自己収入予算（ノ
ルマ）が前年度の6億8000万円に対し、3億6000万円引き上げら
れ、約10億4000万円となります。今後も文化財の収集・保管・
展示・調査研究の事業を継続していく必要があり、さらに施設
の耐震対策等の財源も新たに必要となっています。

国立博物館の置かれている状況に鑑み、皆様のご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

2006年10月1日から改定となる観覧料・パスポート料金
東京国立博物館
一般 600円（団体500） 大学生 400円（団体300）
高校生以下と満70歳以上の方は無料
パスポート 一般 4000円　学生 2500円
京都国立博物館・奈良国立博物館
一般 500円（団体400） 大学・高校生 250円（団体200）
中学生以下と満70歳以上の方は無料
九州国立博物館 現行据え置き
＊団体は20名以上

◆コンサート開催のお知らせ
東
京
国
立
博
物
館
で
は
賛
助
会

員
制
度
を
設
け
、
当
館
を
幅
広
く

ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

賛
助
会
員
よ
り
い
た
だ
い
た
会
費

は
、文
化
財
の
購
入
・
修
理
、調
査

研
究
、
平
常
展
・
施
設
整
備
等
の

充
実
に
充
て
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
賛
助
会
の
趣
旨
に
ご
理
解
ご
賛

同
い
た
だ
き
、
ご
入
会
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
会
日
よ
り
一
年
（
入
会
月
の

翌
年
同
月
末
日
ま
で
）有
効

賛
助
会
員
に
は
、
特
別
会
員
と
維

持
会
員
と
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

年
会
費

特
別
会
員
　
　
１
０
０
万
円
以
上

維
持
会
員
　
　
法
人
　
20
万
円

個
人
　
５
万
円

特
　
典

●
特
別
展
の
特
別
内
覧
会
に
ご
招
待

●
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
の
送
付

＊
賛
助
会
員
の
お
申
し
込
み
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

＊
ご
希
望
の
方
に
は
資
料
お
よ
び
東
京
国

立
博
物
館
賛
助
会
員（TN

M
M
em
bers

）

入
会
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

東
京
国
立
博
物
館
営
業
開
発
部

賛
助
会
担
当

℡
０
３
―
３
８
２
２
―
１
１
１
１（
代
）

◆
東
京
国
立
博
物
館
賛
助
会
員
募
集
の
ご
案
内

小澤 桂一様
上久保のり子様
寺本 明男様
櫛田 良豊様
株式会社
スタイルカフェ・ドット・ネット様
長谷川英樹様
池田 孝一様
木村 剛様
観世あすか様
コクヨ株式会社様
星埜 由尚様
株式会社鴻池組東京本店様
株式会社アクタス様
林 宗毅様
安田 敬輔様
久保 順子様
渡辺 章様
稲垣 哲行様
堀江磨紀子様
帖佐 誠様
株式会社古美術藪本様
飯岡 雄一様
峯村 協成様　
大嶋 道子様
牧 美也子様
高瀬 正樹様
坂井 俊彦様
山本富三郎様
寺浦 信之様
高木 弘幸様
高木美華子様
暁飯島工業株式会社様
山岡ユウ子様
根田穂美子様
松本 澄子様
池嶋 洋次様

是常 博様
上野 孝一様
北山 喜立様
謙慎書道会様
社団法人全国学校栄養士協議会様
小笠原 繁様
山田 泰子様
原 桃介様
近代書道研究所様

〈ほか20名4社、順不同〉

特別会員
日本電設工業株式会社様
東京電力株式会社様
株式会社コア様
株式会社精養軒様
毎日新聞社様
大日本印刷株式会社様
株式会社大林組東京本社様
朝日新聞社様
株式会社ホテルオ－クラエンタ－プライズ様
株式会社ミロク情報サ－ビス様
TBS 様
東京新聞・中日新聞社様
株式会社電通様
読売新聞東京本社様
クラブツーリズム株式会社様
山越 保子様

維持会員
三菱電機ビルテクノサービス株式会社様
早乙女節子様
株式会社三冷社様
宇津野和俊様
伊藤 信彦様
小金井造園株式会社様
財団法人ソニー教育財団様
株式会社 NTTドコモ様
井上萬里子様
田添 博様
京菓匠
株式会社東京美術様

岩沢 重美様
高田 朝子様
齋藤 京子様
齋藤 邦裕様
株式会社安井建築設計事務所様
株式会社ナガホリ様
井上 静男様
佐々木芳絵様
藤原 紀男様
小田 昌夫様
吉岡 昌子様
松本建設株式会社様
関谷 徳衛様
高橋 守様

東京国立博物館賛助会員 2006年2月21日現在
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クレッグ・アークハート ピアノ・ソロ ミニ・ライブ　
日　時 4月4日（火）①13：00開演②14：30開演（各回30分）
会　場 東京国立博物館 平成館ラウンジ

出　演　クレッグ・アークハート
主　催 東京国立博物館　クリスタル・アーツ
曲　目 「春」Fruhling

「ヴェネチアの雪」Venetian Snowfall
「ストリームウォーカー」Streamwalker ほか

料　金 無料・事前申込不要（ただし当日の入館料が必要）
※当日、会場にお集まりください。

タマーシュ・ヴァルガの世界　
日　時 4月17日（月） 19：00開演
会　場 東京国立博物館 平成館ラウンジ
出　演　タマーシュ・ヴァルガ（チェロ）
主　催 東京国立博物館　
曲　目 無伴奏チェロ組曲１番ト長調BWV1007

ヨハン・セバスティアン・バッハ
無伴奏チェロ組曲２番ニ短調BWV1008

ヨハン・セバスティアン・バッハ
無伴奏チェロソナタ作品8 コダーイ・ゾルタン ほか

料　金 一　般　4000円（平常展観覧券付）
ペア券　7000円（平常展観覧券付）
学　生　3000円（平常展観覧券付・50席限定）
250席　全席自由

チケットのお求め方法
●当館正門観覧券売場でチケット販売
受　付　開館日の9：30～閉館30分前（月曜休館）
●電話予約販売
申込先　東京国立博物館イベント担当 TEL 03－3821－9270
受　付　月曜日～金曜日の9：30～17：00（祝日は除く）

＊チケットは、当館正門観覧券売場にて現金引換にてお渡しします
引換時間 開館日の9：30～閉館30分前（月曜休館）

※各イベント詳細は、東京国立博物館イベント担当（03-3821-9270）または、
当館ホームページでご確認ください
※お車でのご来館はご遠慮ください
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。
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介
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た
。
お
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作
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、
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、
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館
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、
宮
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比
須
田
出
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、
縄
文

時
代
）、
銅
鐸（
兵
庫
県
渦
森
台
出
土
、
弥
生
時
代
）、
埴

輪
挂
甲
の
武
人（
国
宝
、
群
馬
県
太
田
市
出
土
、
古
墳

時
代
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ど
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
日
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の
考
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の

優
品
が
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
て
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
カ
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で
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初
め
て
の
こ
と
で
す
。

（
望
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夫
）
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博
物
館

「
日
本
展
」

5
月
16
日
（火）
〜
10
月
15
日
（日）

'埴輪　挂甲の武人
群馬県太田市飯塚町出土
古墳時代・6世紀
埴輪で唯一の国宝。2001
年のパリに続いて、アメ
リカ大陸で初のお目見え

◆
M
U
S
E
U
M
6
0
0
号

（
平
成
18
年
2
月
15
日
発
行
）の
掲
載
論
文

①「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の

東
京
国
立
博
物
館
」
西
岡
康
宏（
当
館
副
館
長
）

②「
二
〇
〇
五
年
十
一
月

揺
れ
動
く
東
京
国
立
博
物
館
」

金
子
啓
明（
当
館
事
業
部
長
）

③「
博
物
館
と
い
う
メ
デ
ィ
ア

―
東
京
国
立
博
物
館
広
報
室
の
活
動
―
」

小
林
牧（
当
館
広
報
室
長
）

④「
東
京
国
立
博
物
館
の
国
際
交
流

―
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
―
」

鬼
頭
智
美（
当
館
国
際
交
流
室
長
）

⑤「
東
京
国
立
博
物
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

歩
み
と
今
後
の
展
望
」

加
島
勝（
当
館
教
育
普
及
室
長
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
長
）

⑥「
博
物
館
環
境
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

和
田
浩（
当
館
環
境
保
存
室
研
究
員
）

神
庭
信
幸（
当
館
保
存
修
復
課
長
）

⑦「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
寄
せ
る
思
い

―
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
―
」

角
井
博（
当
館
名
誉
館
員
・
渋
谷
区
立
松
涛
美
術
館
館
長
）

⑧
組
織
機
構
変
遷
一
覧

※表紙：見返り美人図
菱川師宣筆 江戸時代・17世紀

東京国立博物館友の会＆パスポート
年会費 1万円 発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平
常展は何度でもご覧いただけます。特別展に関しては、観
覧券を12枚配布。そのほか、本誌の定期郵送などさまざ
まな特典があります

一般 3000円 学生 2000円
発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平
常展は何度でも、お好きな6つの特別展を1回ずつ
計6回までご覧いただけます

◆お申し込みは当館の窓口あるいは郵便振替で
友の会
加入者名（振替先） 東京国立博物館友の会　
口座番号 00160－6－406616
金　　額 1万円

＊振替用紙には職業・年齢・性別・ご希望のプレゼン
ト番号（パンフレット、ウェブサイト参照）を楷書でご
記入ください

パスポート
加入者名（振替先） 東京国立博物館パスポート　
口座番号　00120－3－665737
金　　額　一般3000円､学生2000円

＊振替用紙には申込区分（一般か学生）、学生の場合は
学校名および学生証番号を楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パスポ
ートチケットが届くまで保管しておいてください
＊振替手数料はお客様のご負担となります
＊郵便振替でのお申込には2週間かかります

◆お問い合わせ
TEL 03－3822－1111（代）友の会・パスポート担当

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内
本誌の定期郵送をご希望の方は、年間（6冊分）
1000円の送料・事務費のご負担でお届けします

◆お申し込みは郵便振替で
加入者名（振替先） 東京国立博物館ニュース
口座番号　00100－2－388101

＊振替用紙には郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話
番号を楷書でご記入ください
＊お申し込みは1年ごととなります。複数年のお申し
込みは受けられませんのでご了承ください
＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保
管しておいてください
＊振替手数料は申込者のご負担となります
＊次号より送付ご希望の場合、締め切りは2006年5月10
日です

東京国立博物館利用案内
開館時間：9時30分～17時、3月31日～12月の特別展

開催期間中の金曜日は20時まで、4月～
9月の土・日・祝・休日は18時まで
（入館は閉館の30分前まで）

休 館 日：毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、
年末年始（12月28日～1月1日）。ゴールデ
ンウイークおよびお盆期間（8月13日～8
月15日）は原則として無休
2006年6月13日（火）は臨時休館

平常展観覧料金
一般420（210）円、大学生130（70）円
＊（ ）内は20名以上の団体料金
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障害
者手帳などをご提示ください

＊満65歳以上、および高校生以下の方の平常展観覧は
無料です。入館の際に年齢のわかるもの（生徒手帳、
健康保険証、運転免許証など）をご提示ください

友の会

パスポート

※講座・講演会、友の会＆パスポートおよび本誌定期郵送等のお申し込みに際してご提供いただいた個人情報に関しては、当該の目的に
のみ使用させていただくものです。当館では個人情報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保護に万全を尽くします。

◎土偶
宮城県大崎市
恵比須田出土
縄文時代・前1000年～
400年
ほぼ完形の遮光器土偶
で、大きさも遮光器土
偶で最大級。特異な造
形は、カナダの人々の
注目を集めるだろう

〈京都国立博物館〉
4月22日（土）～6月4日（日）
特別展覧会｢大絵巻展ー国宝『源氏物語絵巻』、『鳥獣戯画』など一挙公開ー｣

〈奈良国立博物館〉
4月15日（土）～5月28日（日）
御遠忌800年記念特別展｢大勧進重源 東大寺の鎌倉復興と新たな美の創出｣

〈九州国立博物館〉
開催中～4月2日（日） 開館記念特別展第二弾 ｢中国美の十字路｣
4月29日（土・祝）～6月25日（日） 特別展｢うるま 美ら島 琉球｣（仮）
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休館日

休館日

休館日「タマーシュ・ヴァルガの世界」19:00 平成館ラウンジ＊5

休館日

時間延長(18:00まで） 14:00 14:30

14:30

夜間開館(20:00まで）

列品解説「公家の太刀・武家の太刀―さまざまな太刀外装―」
14:00  本館14室

列品解説「法隆寺献納宝物の幡」14:00  法隆寺宝物館第6室

列品解説「世尊寺家の古筆」14:00  本館3室

月例講演会「公家の太刀・武家の太刀―さまざまな太刀外装―」13:30  平成館大講堂
時間延長(18:00まで） 14:00 14:30 15:00

14:30

14:30

14:30

14:30

列品解説「日本の博物学 上野公園の130年」14:00 本館16室

14:00 14:30

14:00 15:00

時間延長(18:00まで） 14:00 14:30

列品解説「清朝碑学派の書」14:00  東洋館第8室

列品解説「崋山と文晁の写実」14:00  本館8室

14:30

14:30

14:00 14:30

14:00 14:00 14:30

14:30

「春ははじめにきよし」19:30  法隆寺宝物館エントランスホール＊1
時間延長(18:00まで） 13:30 15:00

時間延長(18:00まで） 14:00 14:30

14:30

時間延長(18:00まで） 14:00 14:30

14:00 14:30

14:00 14:30

夜間開館(20:00まで） 14:00 15:00

14:00 14:30

夜間開館(20:00まで）

みどりの日
時間延長(18:00まで） 14:00 15:00

時間延長(18:00まで） 14:00 14:30

テーマ別講演会「江戸時代後期の絵画」第1回 13:30  平成館大講堂＊6
時間延長(18:00まで） 13:30 14:00 15:00

月例講演会 国際博物館の日記念「博物館？それとも動物園？」13:30 平成館大講堂
時間延長(18:00まで） 14:00 14:30 15:00

時間延長(18:00まで）
14:00 14:30 15:00

時間延長(18:00まで）
14:00 14:00 14:30

記念講演会「特別講話 回峰行と天台のこころ」13:30  平成館大講堂＊4
時間延長(18:00まで） 14:30 15:00

「クレッグ・アークハート ピアノ・ソロ ミニ・ライブ」13:00  14:30＊2
列品解説「帝冠様式―復興本館の建築スタイルについて」14:00  平成館企画展示室

憲法記念日
時間延長(18:00まで） 14:30

「天台声明公演」18:30  本館前＊3
夜間開館(20:00まで） 15:00

時間延長(18:00まで）
13:30 14:00 15:00

時間延長(18:00まで） 14:00 14:00 14:30

春の庭園開放 最終日

「親と子のギャラリー たてもの編」最終日

国民の祝日
時間延長(18:00まで） 14:00 14:30

子どもの日
夜間開館(20:00まで） 15:00

時間延長(18:00まで）
12:30、14:00 14:00 14:30E

E

＝ボランティアによる本館ハイライトツアー ･･････････集合場所：本館1階エントランス
＝ボランティアによる浮世絵版画展示ガイド･･････････集合場所：本館1階エントランス
＝ボランティアによる陶磁エリアガイド ････････････集合場所：本館1階エントランス
＝ボランティアによる彫刻ガイド ･･････････････････集合場所：本館1階エントランス
＝ボランティアによる樹木ツアー ･･････････････････集合場所：本館1階エントランス
＝ボランティアによる考古展示室ガイド ･･････････････集合場所：平成館考古展示室入口
＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド ････････････集合場所：法隆寺宝物館1階エントランス
＝ボランティアによる九条館茶会 ････････････････････集合場所：本館1階エントランス
（参加費500円、開始1時間前に本館1階で整理券配布）

＝ボランティアによる庭園茶室ツアー････････････････集合場所：本館1階エントランス
（開始1時間前に本館1階で整理券配布 日程によっては全てのお茶室をご案内できない場合があります）

＝ボランティアによる英語ガイド（本館ハイライト） ･･････集合場所：本館1階エントランスE

時間延長(18:00まで）
13:30 14:00 15:00

時間延長(18:00まで） 14:00 14:30
特別展「最澄と天台の国宝」最終日

＊1,5は有料イベントです（本誌14ページをご覧ください） ＊2は無料イベントです
＊3  詳細は本誌5ページをご覧ください　＊4  事前申込制（前号3ページをご覧ください）
＊6  詳細は本誌7ページをご覧ください
※上記の予定は予告なく変更になることがあります。当日の予定はインフォメーションカウンターでご確認ください

2006年4月

最終日
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